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尾
瀬
の
名
は
『
会
津
風
土
記
』
に
「
小
瀬
峠
　
陸
奥
上
野
二
州
之
界
」
又



は

「
小
瀬
沼
　
在
会
津
郡
伊
南
郷
縦
八
里
横
三
里
」
と
し
て
載
っ
て
い
る
の
が
古

書
に
見
ら
れ
る
最
初
で
あ
る
。
此



書
は
寛
文
六
年
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
こ

れ
に
先
立
つ
こ
と
約
二
十
年
の
『
正
保
図
』
に
は
、
「
さ
か
ひ
沼
」
と
記
し
て

あ
る
が
「
を
ぜ
沼
」
と
は
書
い
て
な
い
。
或
は
正
保
以
前
か
ら
「
を
ぜ
」
の
称

が
あ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
、
け
れ
ど
も
『
会
津
風
土
記
』
以
外
に
は
確





な
記

録
が
な
い
の
で
あ
る
。
上
州
方
面
で
は
古
い
地
誌
の
編
纂
が
な
か
っ
た
の
で
、

遥

に

後


れ
て
個
人
の
手
に
成
っ
た
安
永
三
年
の
序
あ
る
『
上
野
国
志
』
に
、

　
　
沼
峠
　
駒
ヶ
岳
の
東
に
在
り
、
上
野
・
越
後
・
陸
奥
の
界
な
り
、
山
上
に

　
　
沼
あ
り
、
尾
瀬
沼
と
云
、
沼
の
中
央
国
界
な
り
。

と
あ
る
の
が
最
初
の
記
録
で
あ
ろ
う
。
是
等





に
拠

る
と
会
津
方
面
で
は
小
瀬
と

書
き
、
上
野
方
面
で
は
尾
瀬
と
書
い
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
し
か
し
孰



れ
の
地

方
が
名
付
親
で
あ
る
か
は
判
然
し
な
い
し
、
又
を
ぜ
の
語
源
も
知
る
由
が
な
い
。

武
田
君
の
話
に
拠
る
と
、
阿
能
川







岳
と
小
出
俣







岳
と
の
間
の
尾
根
に
俚
人
が

「
を
ぜ
の
田
」
と
称
す
る
処
が
あ
っ
て
、
矢

張

り
草
原
の
湿
地
で
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
参
考
と
す
可

き
地
名
で
あ
る
。
『
利
根
郡
村
誌
』
に
は
尾
瀬

沼
の
項
に

　
　
尾
瀬
沼
ハ
往
昔
阿
部
三
太
郎
尾
瀬
ニ
住
シ
テ
此
沼
ノ
沿
岸
ニ
稲
ヲ
播
シ
テ

　
　
何
処
ヨ
リ
モ
早
キ
ヲ
以
テ
早
稲
ト
称
シ
中
古
慣
称
シ
テ
早
瀬
ト
云
後
チ
今

　
　
ノ
尾
瀬
沼
ト
改
称
セ
リ

と
あ
っ
て
、
早
稲
の
転
訛
し
た
も
の
と
し
て
あ
る
が
、
尾
瀬
で
米
の
作
れ
な
い

こ
と
は
其



後
の
実
験
が
証
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
何
処
に
も
よ
く
あ
る
例
の
地

名
に
附
会
し
た
説
明
に
過
ぎ
ま
い
。

　
尾
瀬
の
伝
説
は
二
、
三
あ
っ
て
以
仁






王
に
関
す
る
も
の
が
会
津
方
面
に
伝
わ

っ
て
い
る
。
南
会
津
郡
楢
原
村
大
字
水
抜
の
高
倉
山
の
麓
に
在
る
高
倉
神
社
は
、

高
倉
宮
以
仁
王
の
霊
を
祭
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
が
、
此
附
近
に
は
倉
と
名

の
付
く
地
名
が
多
い
か
ら
、
倉
は
※



を
意
味
し
、
高
倉
神
社
の
起
原
も
そ
れ
と

関
聯






し
た
も
の
で
、
以
仁
王
の
こ
と
は
後
に
結
び
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る

ま
い
か
と
思
う
、
然



し
確
な
こ
と
は
実
地
を
知
ら
ぬ
の
で
何
と
も
云
え
な
い
。

明
応
九
年
に
記
し
た
と
い
う
高
倉
神
社
の
勧
進
帳
の
文
は
、
文
化
六
年
の
序
あ

る
『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
載
っ
て
い
る
。
夫



に
拠
る
と
王
の
御
一
行
は
東
海

道
か
ら
陸
奥
に
赴
か
ん
と
し
て
檜
枝
岐
山
を
通
ら
れ
た
と
記
し
て
あ
る
の
で
、

尾
瀬
を
経
由
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
の
み
に
過
ぎ
な
い
。
然
る
に

同
じ
村
の
大
字
大
内
に
在
る
高
倉
神
社
の
社
記
は
、
治
承
四
年
八
月
六
日
渡
部

長
七
唱
の
手
記
に
係
る
と
伝
え
ら
れ
、
宮
川
久
雄
君
が
採
録
し
て
、
大
正
十
二

年
発
行
の
『
登
高
行
』
第
三
年
に
掲
載
し
た
。
其
全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
人
皇
八
十
代
高
倉
院
ノ
御
宇
治
承
四
年
秋
書

　
　
　
院
ノ
第
二
皇
子
以
仁
親
王
、
是
レ
ヲ
高
倉
宮
ト
号
ス
。
源
三
位
頼
政
ノ

　
　
勧
メ
ニ
依
リ
、
兵
ヲ
挙
ゲ
、
宇
治
川
ノ
合
戦
ニ
敗
北
シ
、
足
利
又
太
郎
忠

　
　
綱
ノ
情
ニ
テ
、
御
助
命
ア
リ
、
越
後
ノ
住
人
小
国
右
馬
頭
頼
之
ニ
依
リ
、

　
　
落
チ
給
フ
。
右
馬
頭
ハ
頼
政
ノ
弟
ナ
リ
。
親
王
供
奉
ノ
面
々
ニ
ハ
、
尾
瀬

　
　
中
納
言
藤
原
頼
実
（
是
レ
ハ
檜
枝
岐
山
ノ
尾
瀬
大
納
言
頼
国
ノ
弟
ナ
リ
）
、

　
　
同
三
河
少
将
光
明
、
同
小
椋
少
将
藤
原
定
信
、
同
乙
部
右
衛
門
佐
重
朝

3



　
　
（
頼
政
ノ
子
ナ
リ
）
、
並
渡
部
長
七
唱
、
猪
野
隼
太
勝
吉
、
其
他
従
卒
十

　
　
三
人
、
外
ニ
西
方
院
寂
了
（
是
レ
ハ
長
谷
部
信
連
ノ
一
族
）
。
親
王
中
仙

　
　
道
筋
御
下
向
、
上
州
沼
田
ヨ
リ
戸
倉
沼
山
ニ
御
泊
。
八
日
尾
瀬
中
納
言
卒

　
　
去
、
骸
骨
ヲ
沼
ノ
上
ニ
納
メ
、
尾
瀬
院
殿
大
相
居
士
ト
号
ス
、
則
チ
文
ハ

　
　
宮
ノ
御
筆
ニ
成
ル
。
治
承
四
年
七
月
九
日
尾
瀬
殿
邸
ヲ
発
セ
ラ
レ
、
檜
枝

　
　
岐
ニ
御
下
リ
、
燧
ヶ
岳
ノ
麓
ノ
沢
ニ
テ
三
河
少
将
卒
去
、
又
茲
ニ
テ
御
筆

　
　
ヲ
以
テ
、
参
高
霊
位
大
相
居
士
ト
石
文
ア
リ
、
此
ヨ
リ
此
沢
ヲ
参
河
沢
ト

　
　
唱
ヘ
、
夫
レ
ヨ
リ
漸
ク
檜
枝
又
ニ
着
セ
ラ
レ
、
御
宿
村
司
嘉
慶
泊
リ
、
御

　
　
前
足
ニ
国
ノ
掟
ヲ
尋
ネ
ラ
ル
　
（
中
略
）
　
治
承
四
年
八
月
二
日
楢
戸
村

　
　
御
出
発
、
供
奉
ノ
面
々
ニ
ハ
、
井
戸
沢
十
郎
衛
門
正
根
、
渡
部
長
七
唱
、

　
　
猪
野
隼
太
勝
吉
、
乙
部
右
衛
門
佐
重
朝
、
並
ニ
小
川
権
蔵
、
以
上
十
二
人
。

　
　
御
宿
滝
王
院
案
内
ニ
テ
、
八
十
里
山
吉
ヶ
平
迄
供
奉
　
（
中
略
）
　
八
月

　
　
五
日
蒲
原
郡
加
茂
ノ
社
前
ニ
於
テ
、
小
国
城
主
右
馬
頭
頼
之
馬
上
七
騎
ニ

　
　
テ
宮
ノ
御
迎
ニ
来
リ
、
御
対
面
御
悦
ビ
一
方
ナ
ラ
ズ
（
下
略
）
。

　
同
君
は
之



を
高
倉
神
社
に
就
て
写
さ
れ
た
も
の
か
、
或
は
檜
枝
岐
に
伝
わ
っ

た
写
し
を
書
き
取
ら
れ
た
も
の
か
、
何
と
も
断
っ
て
な
い
が
恐
ら
く
後
者
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
頼
政
の
弟
の
小
国
頼
行
、
渡
辺
丁
七
唱
、
猪
隼
太
な

ど
は
史
上
に
散
見
す
る
が
、
尾
瀬
大
納
言
に
就
て
は
所
見
が
な
い
。
今
試
に
高

倉
宮
の
御
一
行
が
取
ら
れ
た
行
程
を
『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
拠
っ
て
追
跡
し

て
見
る
と
、
戸
倉
か
ら
檜
枝
岐
に
入
り
、
八
総





を
過
ぎ
中
山
峠
を
踰

え
、
荒
海

川
に
沿
う
て
田
島
に
出
で
、
大
川
沿
い
を
楢
原
村
に
達
し
、
こ
こ
に
暫
く
御
逗

留
の
後
、
引
返
し
て
田
島
か
ら
駒
止
峠
を
踰
え
て
山
口
に
出
で
、
伊
南
川
に
沿

う
て
下
り
、
叶
津






か
ら
八
十
里
越










を
経
て
越
後
国
に
お
出
に
な
ら
れ
た
の
で
あ

る
が
、
其
後
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
唯



東
蒲
原
郡
津
川
町
か
ら
南
二
里
の
東

山
村
に
御
廟
山
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
山
上
の
古
墳
は
即
ち
高
倉
宮
の
御
墓
で

あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
伝
説
は
何
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
尾
瀬
附
近
の
地
名
を

説
明
す
る
為
と
し
て
は
、
少
し
念
が
入
り
過
ぎ
て
い
る
し
、
又
大
内
に
あ
る
高

倉
神
社
の
由
来
を
語
る
為
の
も
の
と
し
て
は
、
ど
う
も
適
切
と
は
言
い
難
い
よ

う
で
あ
る
。

　
又
『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
は
、
原
野
の
部
に
、

　
　
小
瀬
平
　
古
町
組
檜
枝
岐
村
ノ
西
ニ
ア
リ
、
東
西
三
里
計
、
南
北
四
里
計
、

　
　
只
見
川
原
中
ヲ
流
ル
。
土
人
ノ
説
ニ
昔
以
仁
王
ニ
供
奉
シ
来
リ
シ
小
瀬
大

　
　
納
言
藤
原
頼
国
ト
云
フ
人
住
セ
シ
地
ナ
リ
ト
云
。
今
モ
小
瀬
沼
ノ
北
岸
ニ

　
　
小
瀬
殿
ノ
的
場
ノ
跡
ト
云
ア
リ
、
又
原
中
ニ
水
田
ノ
形
残
レ
ル
所
ア
リ
ト

　
　
ゾ
。

と
あ
っ
て
、
頼
国
も
供
奉
の
一
人
で
あ
っ
た
の
が
尾
瀬
に
定
住
し
た
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
社
記
と
相
違
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
寛
文
六
年
の
『
会
津
風

土
記
』
に
は
以
仁
王
に
関
す
る
記
事
は
な
い
。

　
越
後
の
北
魚
沼
郡
の
伝
説
は
、
以
上
と
少
し
く
趣
を
異
に
し
、
以
仁
王
と
の

関
係
は
毫
も
説
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
平
清
盛
に
憎
ま
れ
た
尾
瀬
大
納
言
は
、
隠
遁
の
地
を
も
と
め
な
が
ら
逃
れ
て

　
栃
尾
又
に
来
り
、
更
に
山
深
く
入
ろ
う
と
し
て
路
に
迷
っ
た
。
其
時
大
明
神

　
が
現
れ
て
木
の
枝
を
折
っ
て
路
し
る
べ
と
し
た
の
で
、
今
も
そ
こ
を
明
神
峠

　
又
は
枝
折





峠
と
呼
ん
で
い
る
。
只
見
川
の
岸
で
は
青
味
が
か
っ
た
岩
壁
に
水

　
が
落
ち
て
美
し
い
波
紋
を
画
く
の
を
見
て
礼
拝
さ
れ
た
、
浪
拝
と
い
う
名
は

　
夫
か
ら
起
っ
た
の
で
あ
る
。
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と
も
い
い
、
又

　
大
納
言
が
尾
瀬
か
ら
牛
に
乗
っ
て
只
見
川
を
渡
っ
た
時
、
此
処
で
川
浪
の
上

　
に
虚
空
蔵
菩
薩
が
出
現
し
た
の
で
礼
拝
し
た
、
そ
れ
で
浪
拝
の
名
が
あ
る
。

と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
し
か
し
そ
れ
か
ら
如
何
な
っ
た
か
に
就
て
は
明
か
で

な
い
。
畢

竟







尾
瀬
が
如
何
に
も
物
さ
び
た
山
奥
に
在
る
景
勝
の
地
で
、
貴
人

の
隠
棲
所
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
よ
う
な
考
え
か
ら
、
尾
瀬
と
大
納
言
と
が
結

び
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
古
人
は
そ
れ
で
満
足
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
仁
王
が
お
通
り
に
な
ら
れ
た
と
い
う
上
州
方
面
に
は
、
更
に
其
言
い
伝
え

も
な
く
、
反





て
如
何
に
も
荒
く
れ
た
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
の
も
一
奇
と
い
う

可

き
で
あ
る
。
『
利
根
郡
村
誌
』
に
は

　
　
　
　
尾
瀬
城
墟

　
　
戸
倉
村
ヨ
リ
乾
ノ
方
四
里
余
ニ
シ
テ
、
景
鶴
山
ノ
中
腹
ニ
ア
リ
。
天
然
ノ

　
　
巌
窟
城
壁
ヲ
ナ
シ
、
牙
城
ニ
均
シ
キ
所
方
壱
町
余
ニ
シ
テ
、
稍
降
リ
テ
平

　
　
坦
地
東
西
弐
ヶ
所
ア
リ
、
徒
属
ノ
住
セ
シ
所
ト
云
フ
。

　
　
　
悪

勢

ト
云
ヒ
シ
剛
ノ
者
、
五
六
十
ノ
従
者
ア
リ
テ
、
此
城
墟
ニ
住
シ
、

　
　
近
隣
ヲ
掠
奪
シ
、
暴
行
日
ニ
甚
シ
ク
、
王
沢
ニ
沾
ハ
ズ
。
因
テ
日
本
武
尊
、

　
　
当
郡
最
高
ノ
宝
保
鷹
山
ニ
在
シ
、
王
軍
ヲ
向
ラ
ル
。
悪
勢
魔
法
ヲ
以
テ
種

　
　
々
ノ
奇
術
ヲ
施
シ
、
盛
夏
ニ
雪
ヲ
降
ラ
セ
、
或
ハ
火
ヲ
雨
ラ
セ
、
王
軍
ヲ

　
　
悩
マ
ス
数
々
ナ
レ
バ
、
御
進
撃
被
遊
、
岩
代
国
火
打
岳
ヨ
リ
神
風
ヲ
起
シ
、

　
　
御
征
伐
ナ
シ
ケ
レ
バ
、
悪
勢
通
力
ヲ
失
ヒ
、
一
日
ヲ
不
出
シ
テ
撲
滅
シ
、

　
　
賊
党
四
方
ニ
敗
走
ス
ト
。

　
　
　
又
康
平
年
間
阿
部
貞
任
滅
亡
ノ
時
、
阿
部
三
太
郎
残
党
僅
ニ
三
十
三
人

　
　
附
キ
従
ヒ
、
奥
州
ヨ
リ
此
山
中
ニ
来
リ
、
盗
賊
ヲ
業
ト
シ
テ
年
月
ヲ
経
過

　
　
セ
シ
ニ
、
残
党
次
第
ニ
嘯
集
シ
テ
、
近
里
遠
境
意
ニ
任
セ
テ
悪
行
シ
、
頗

　
　
ル
国
家
ノ
愁
ト
ナ
ル
。
後
チ
世
嗣
相
続
キ
、
一
ノ
石
太
郎
、
二
郎
、
三
郎
、

　
　
松
冠
者
、
宮
太
郎
、
太
郎
冠
者
及
ビ
檜
枝
又
三
郎
ノ
七
世
、
康
平
ヨ
リ
貞

　
　
応
マ
デ
凡
ソ
百
六
十
年
間
ノ
居
城
タ
リ
。
玉
石
雑
誌
ニ
因
リ
テ
之
ヲ
記
ス
。

　
　
因
ニ
云
フ
、
確
乎
タ
ル
証
拠
ナ
シ
ト
雖
モ
、
旧
来
ヨ
リ
言
伝
ヒ
聞
伝
ヒ
ヲ

　
　
参
考
ス
ル
ニ
、
山
野
等
ノ
名
称
粗
々
縁
故
ア
ル
モ
ノ
ヽ
如
ク
ナ
レ
バ
、
記

　
　
シ
テ
後
来
ノ
識
者
ニ
俟
ツ
ノ
ミ
。

と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い
る
。
此
外
尚
出
所
不
明
の
系
図
が
一
枚
載
せ
て
あ
る

か
ら
、
序





に
其
一
部
を
採
録
す
る
こ
と
に
す
る
（
次
頁
を
参
照
）
。

　
こ
の
系
図
は
以
仁
王
の
伝
説
と
関
係
あ
る
ら
し
く
思
わ
れ
る
が
、
出
所
が
不

明
で
あ
る
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

八
十
代
天
皇
高
倉
家
系
図

　
尾
瀬
沼
及
び
尾
瀬
ヶ
原
を
含
む
一
帯
の
山
地
は
、
明
治
二
十
二
年
頃
に
至
る

迄
は
、
総
て
戸
倉
、
土
出
、
越
本
三
ヶ
村
の
進
退
地
即
ち
共
有
地
で
あ
っ
た
。

こ
の
三
村
は
も
と
土
出
村
の
み
で
あ
っ
た
の
が
、
寛
文
二
年
戸
倉
村
を
分
ち
、

天
和
二
年
更
に
土
出
村
を
上
下
二
村
に
分
っ
た
が
、
寛
保
元
年
に
上
土
出
村
を

単
に
土
出
村
と
称
し
、
下
土
出
村
を
越
本
村
と
改
称
し
た
。
斯



る
関
係
が
あ
る

の
で
、
其
奥
に
在
る
山
地
は
三
ヶ
村
共
有
の
※
場






と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
利
根
郡
村
誌
』
に
は

　
　
東
　
同
郡
東
小
川
村
及
ビ
下
野
国
塩
谷
郡
川
俣
村
ト
車
沢
、
中
ノ
岐
ノ
峰

　
　
嶺
ヲ
以
テ
界
ト
ス
。

　
　
西
　
越
後
国
北
魚
沼
郡
折
立
村
、
及
ビ
同
郡
藤
原
村
ト
八
海
山
嶺
ヨ
リ
笠

　
　
ヶ
岳
迄
ノ
山
脈
ヲ
以
テ
界
ト
ス
。

5



　
　
南
　
同
郡
東
小
川
村
字
根
子
ノ
山
嶺
ヨ
リ
片
品
川
ヲ
横
断
シ
、
土
出
村
西

　
　
山
沢
ヲ
以
テ
分
界
ス
。

　
　
北
　
岩
代
国
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
ト
尾
瀬
沼
過
半
ヲ
遮
リ
、
沼
尻
川
ヲ
以

　
　
テ
国
境
ト
ス
。

　
　
東
西
　
七
千
四
百
間
。
南
北
　
四
千
九
百
間
。
周
回
　
二
万
五
千
間
。
面

　
　
積
　
三
千
六
百
二
十
六
万
坪
。

　
　
字



地
　
金
井
沢
。
至
仏
。
笠
ヶ
岳
。
大
烏
帽
子
。
小
烏
帽
子
。
八
海
山
。

　
　
景
鶴
山
。
中
ノ
原
。
中
ノ
沢
。
大
成
木
。
稷
小
屋
。
鬱
墓
前
。
中
ノ
岐
。

　
　
船
ヶ
原
。
粘
沢
。
車
沢
。

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
字
地
の
中
で
八
海
山
は
、
藤
原
村
の
境
に
在
る
こ
と
と
、

越
後
の
八
海
山
を
例
に
し
て
、
頂
上
に
幾
つ
か
の
小
池
が
存
在
し
て
い
る
為
の

名
と
考
え
、
ス
ス
ケ
峰
で
あ
ろ
う
と
推
察
し
た
が
、
実
際
は
景
鶴






山
の
南
に
在

る
三
角
点
一
八
一
一
・
一
米
の
峰
が
そ
れ
で
あ
る
。
大
烏
帽
子
・
小
烏
帽
子
は

判
然
し
な
い
。
或
は
順
序
か
ら
見
て
、
至
仏
と
ス
ス
ケ
峰
の
間
に
在
る
日
崎
山

あ
た
り
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
中
ノ
沢
は
皿
伏






山
の
西
に
在
る
長
沢
の
こ

と
で
あ
ろ
う
か
。
大
成
木
は
大
行






山
の
辺
で
あ
ろ
う
。
稷
小
屋
は
不
明
。
鬱
墓

は
靭
で
、
船
ヶ
原
は
荷
鞍





山
東
方
の
谷
間
の
総
称
で
あ
る
が
、
さ
て
肝
心
の
尾

瀬
沼
や
尾
瀬
ヶ
原
は
、
字
地
の
中
に
見
当
ら
な
い
。
尤
も
尾
瀬
沼
は
湖
沼
の
項

に
、
戸
倉
村
字
尾
瀬
沼
に
在
る
と
書
い
て
あ
る
、
し
か
し
原
に
就
て
は
何
の
記

載
も
な
い
の
で
、
独
立
の
字
地
か
又
は
孰
れ
か
の
字
地
に
含
ま
れ
て
い
る
の
か

判
明
し
な
い
。
是
等
字
地
の
総
反
別
は
五
千
八
百
七
十
一
万
余
坪
で
、
前
掲
の

数
字
と
合
わ
な
い
が
、
之
は
東
西
七
千
四
百
間
と
あ
る
の
が
短
過
ぎ
る
為
で
あ

っ
て
、
恐
ら
く
字
地
の
総
反
別
の
方
が
真
に
近
い
で
あ
ろ
う
、
勿
論
正
確
な
測

量
で
な
い
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。
こ
の
村
有
地
で
あ
っ
た
尾
瀬
ヶ
原
が
個
人

の
所
有
に
帰
し
た
の
は
、
何
時
頃
の
事
か
未
だ
調
べ
て
見
な
い
の
で
、
判
然
た

る
こ
と
は
言
え
な
い
け
れ
ど
も
、
明
治
三
十
年
前
後
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う

の
で
あ
る
。

　
沼
田
か
ら
檜
枝
岐
へ
越
す
会
津
街
道
は
、
明
治
の
初
年
に
は
里
道
の
一
等
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
明
治
十
五
年
三
月
に
県
道
の
三
等
と
な
っ
て
、
戸
倉
ま
で
は

幅
九
尺
、
戸
倉
か
ら
国
境
ま
で
は
凡





六
尺
幅
の
定
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
路
の
開

け
た
の
は
何
時
頃
の
事
か
知
れ
な
い
が
、
土
地
の
人
は
早
く
か
ら
交
通
し
て
い

た
こ
と
と
思
う
。
唯
軍
事
上
に
使
用
さ
れ
る
程
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
史
書
に
現
れ
る
機
会
が
な
く
、
僅





に
天
文
の
初
頃
に
道
普
請







を
し

た
記
録
が
残
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
戸
倉
に
関
所
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
慶

長
五
年
の
関
ヶ
原
役
の
時
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
正
保
の
図
に
は
一

里
※



の
記
号
が
入
れ
て
あ
る
か
ら
、
慶
長
八
、
九
年
の
頃
は
既
に
街
道
の
形
を

成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
松
並
木
を
植
え
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
う

い
え
ば
古
中





か
ら
千
坂






を
上
っ
て
後

山







に
下
る
路
の
右
側
に
、
見
事
な
赤
松

の
老
木
が
十
二
、
三
本
立
ち
列



ん
で
い
る
の
は
、
其



名
残
で
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。
其
当
時
は
民
家
少
な
く
、
往
還
の
人
が
迷
惑
し
た
の
で
、
萩
原
某
な
る
も

の
が
一
戸
を
建
て
、
需



め
に
応
じ
て
宿
を
借
し
た
の
が
戸
倉
に
於
け
る
旅
舎
の

始


で

あ
っ
た
と
い
う
。
人
に
塒





を
与
え
た
の
で
戸
倉
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
と
、
老
人
か
ら
真
面
目
に
説
明
さ
れ
て
苦
笑
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
関
の
趾
は
村
の
北
は
ず
れ
字



小
松
に
あ
る
、
関
守
は
戸
倉
か
ら
一
人
、
松
浦

三
郎
兵
衛
を
初
代
と
し
、
土
出
か
ら
一
人
、
星
野
市
之
丞
を
初
代
と
し
て
、
各

々
明
治
ま
で
十
三
、
四
代
の
間
之
を
勤
め
、
二
人
扶

持

を
給
さ
れ
て
い
た
。
戊

辰


の
変
に
初
め
て
此
路
は
軍
事
上
に
使
用
さ
れ
、
官
軍
と
会
津
藩
と
此

処

で
小

競
合
の
あ
っ
た
際
、
兵
火
の
為
に
関
門
は
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
其
時
討
死
し
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た
足
利
藩
士
の
今
井
弁
輔
と
か
い
う
人
の
墓
が
三
尺
許





の
自
然
石
に
「
嗚
呼
男

児
之
事
畢
矣
」
と
奇
抜
な
碑
銘
を
刻
し
て
其
辺
に
建
て
ら
れ
て
あ
っ
た
の
を
、

明
治
二
十
七
年
に
此
処
を
通
っ
た
際
見
た
よ
う
に
覚
え
て
い
る
が
、
其
後
は
い

つ
も
忙
し
く
通
り
過
ぎ
て
気
に
止
め
る
折
も
な
か
っ
た
。
今
も
あ
り
や
な
し
や
、

覚
束
な
い
。

　
尾
瀬
の
名
が
広
く
世
に
知
ら
れ
、
其
風
光
を
慕
っ
て
多
く
の
人
が
此
処
を
訪

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
正
の
初
頃
か
ら
で
あ
る
。
一
高
の
旅
行
部
が
率

先
し
て
、
毎
年
必
ず
こ
の
方
面
に
旅
行
班
を
送
り
、
従
来
余
り
知
ら
れ
て
居
な

か
っ
た
山
や
峠
や
沢
や
温
泉
を
紹
介
し
た
こ
と
は
、
尾
瀬
を
世
に
知
ら
し
む
る

に
大
に
与





っ
て
力
あ
っ
た
事
と
思
う
。
そ
れ
に
は
『
山
岳
』
第
一
年
第
一
号
所

載
の
「
尾
瀬
紀
行
」
が
動
機
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
是
よ
り
先
明
治
二
十
七
年
に
渡
辺
千
吉
郎
君
は
利
根
水
源
探
検
隊
を
組
織
し
、

帰
途
尾
瀬
を
過
ぎ
て
、
其
紀
行
を
『
太
陽
』
第
一
巻
第
一
号
に
発
表
し
て
い
る

が
、
登
山
に
関
心
を
持
つ
人
な
ど
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
時
代
で
は
あ
り
、
一

般
の
人
は
尾
瀬
の
名
を
知
ら
ず
、
且

つ
記
文
も
尾
瀬
を
主
と
し
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
か
ら
、
之
を
読
ん
で
興
味
を
惹
か
れ
た
者
は
先
ず
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う

し
、
或
は
多
少
の
好
奇
心
を
動
か
さ
れ
た
に
し
て
も
、
其
名
は
す
ぐ
に
忘
ら
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
其
後
「
尾
瀬
紀
行
」
が
現
れ
る
迄
十
年
余
り
の

間
に
、
尾
瀬
に
行
っ
た
人
は
可

な
り
あ
っ
た
ら
し
い
、
現
に
「
尾
瀬
紀
行
」
に

も
ナ
デ
ッ
ク
ボ
に
在
っ
た
堂
小
屋
の
左
右
の
羽
目
板
に
、
燧





岳
探
検
何
某
と
余

地
な
き
迄
に
楽
書
が
し
て
あ
っ
た
と
記
し
て
あ
る
。
が
、
夫
等
の
人
々
か
ら
は

残
さ
れ
た
何
の
記
録
を
も
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

「
尾
瀬
紀
行
」
こ
そ
は
実
に
尾
瀬
の
植
物
景
観
と
其
風
光
と
を
世
に
紹
介
し
た

最
初
の
も
の
で
、
筆
者
武
田
君
は
明
治
三
十
八
年
七
月
に
日
光
湯
本
を
出
発
し

て
戸
倉
に
出
で
、
鳩
待
峠
を
経
て
山
の
鼻
に
至
り
、
尾
瀬
ヶ
原
を
横
断
し
、
尾

瀬
沼
の
北
岸
を
廻
り
、
三
平
峠
を
南
に
下
っ
て
片
品
川
の
支
流
粘



沢
を
遡
り
、

丸
沼
に
出
で
、
大
尻
沼
を
廻
っ
て
金
精
峠
の
路
を
再
び
湯
本
に
帰
ら
れ
た
、
そ

れ
が
「
尾
瀬
紀
行
」
と
な
っ
て
『
山
岳
』
の
創
刊
号
に
載
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

私
は
或
日
本
郷
通
り
の
雑
誌
店
を
覗
く
と
、
表
紙
に
山
を
象
徴
し
た
大
き
な
石

碑
の
よ
う
な
一
峰
の
地
を
紫
褐
色
に
染
め
て
、
中
に
「
山
岳
」
と
白
く
抜
い
て

あ
る
雑
誌
が
目
に
つ
い
た
、
思
わ
ず
手
に
取
っ
て
開
き
見
て
驚
き
且



喜
ん
だ
。

直
に
購
い
帰
っ
て
耽
読
す
る
と
、
忘
れ
て
い
た
曾
遊
の
地
が
朧
気
な
が
ら
眼
底

に
浮
ん
で
来
る
、
尾
瀬
も
其
中
の
一
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
後
年
尾
瀬
の

名
が
斯

く
迄
に
喧
伝
さ
れ
よ
う
と
は
、
読
ん
だ
私
は
元
よ
り
、
書
い
た
武
田
君

も
恐
ら
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
反
響
は
意
外
に
早
か
っ
た
。
而



も
そ
れ
が
又
意
外
の
方
面
か
ら
来
た
。

四
十
一
年
七
月
中
旬
に
水
彩
風
景
画
家
の
大
下
藤
次
郎
君
は
、
日
光
か
ら
尾
瀬

沼
に
大
規
模
の
写
生
旅
行
を
試
み
、
多
数
の
収
穫
を
齎





し
帰
り
て
、
其
中
の
幾

点
か
は
文
部
省
の
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
、
其
主
宰
す
る
雑
誌
『
み
づ
ゑ
』
は
、

臨
時
増
刊
号
「
尾
瀬
沼
」
を
発
行
し
た
。
尾
瀬
の
風
景
は
初
め
て
絵
画
に
よ
り

て
世
に
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
此
方
面
に
於
け
る
先
覚
者
大
下
君
の
労
は
多

し
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
も
う
一
つ
、
武
田
君
が
尾
瀬
に
行
っ
て
其
紀
行
を
も
の
さ
れ
た
こ
と
も
、
こ

れ
は
私
の
想
像
で
あ
る
が
、
早
田
文
蔵
氏
の
「
会
津
植
物
目
録
」
で
、
尾
瀬
に

は
北
海
道
以
外
に
内
地
で
は
見
ら
れ
ぬ
植
物
の
産
す
る
こ
と
を
知
っ
て
採
集
に

赴
か
れ
、
其
結
果
「
尾
瀬
紀
行
」
が
世
に
送
ら
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
早
田
博

士
の
名
も
尾
瀬
に
取
っ
て
は
忘
れ
て
な
ら
な
い
人
で
あ
ろ
う
。

　
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
早
田
博
士
は
植
物
の
方
面
か
ら
、
武
田
博
士
は
専
門

外
の
文
筆
の
方
面
か
ら
、
大
下
画
伯
は
絵
画
の
方
面
か
ら
、
尾
瀬
の
風
景
を
世
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に
出
し
た
最
初
の
恩
人
で
あ
る
。

　
更
に
も
う
一
つ
忘
れ
て
な
ら
な
い
事
は
、
湿
原
の
研
究
に
造
詣
の
深
い
館
脇

農
学
士
が
「
尾
瀬
を
め
ぐ
り
て
」
と
題
し
、
『
山
岳
』
第
十
九
年
第
一
号
に
発

表
さ
れ
て
、
尾
瀬
湿
原
の
過
程
を
素
人
の
吾
々
に
も
分
り
よ
く
示
さ
れ
た
興
味

豊
か
な
一
文
で
あ
る
。
之
に
拠
る
と
見
た
目
に
は
変
っ
た
と
も
思
わ
れ
な
い
尾

瀬
の
湿
原
も
、
刻
々
に
変
化
の
過
程
を
辿
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
尾

瀬
を
口
に
す
る
程
の
人
の
必
読
す
可
き
文
で
あ
る
。

　
尚

お
尾
瀬
の
風
致
保
存
を
叫
ん
で
、
独
力
奮
闘
を
続
け
て
い
た
平
野
長
蔵
翁

が
あ
る
。
翁
の
主
張
は
初
め
尾
瀬
沼
附
近
の
保
護
に
の
み
限
ら
れ
、
大
正
八
、

九
年
頃
迄
は
、
三
条
瀑
を
水
力
発
電
に
利
用
し
、
尾
瀬
ヶ
原
を
貯
水
池
に
す
る

な
ど
と
言
っ
て
い
た
。
こ
の
考




は

後
に
其
誤




を

悟
っ
て
か
、
ぷ
っ
つ
り
と
口
に

し
な
く
な
っ
た
。
と
も
あ
れ
尾
瀬
沼
の
保
護
者
を
以
て
任
じ
て
い
た
其
熱
心
は

買
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
明
治
二
十
二
年
の
夏
に
は
、
父
に
伴
わ
れ
て
磐
梯
山
破
裂
の
跡
を
た
ず
ね
て

の
帰
途
初
め
て
、
二
十
七
年
の
九
月
に
は
、
利
根
水
源
探
検
隊
の
蹤



を
趁

っ
て

偶
然
に
も
、
私
は
尾
瀬
の
一
部
に
足
を
蹈
み
入
れ
た
。
其
後
大
正
九
年
七
月
久

振
り
で
尾
瀬
ヶ
原
を
過
ぎ
、
十
三
年
の
秋
尾
瀬
沼
に
遊
び
、
昭
和
十
年
の
春
ま

た
十
一
年
振
り
で
尾
瀬
沼
、
尾
瀬
ヶ
原
、
三
条
瀑
を
見
物
し
、
燧
と
至
仏
と
に

登
っ
て
藤
原
に
出
た
。
そ
し
て
尾
瀬
の
風
光
が
い
つ
も
昔
と
変
ら
ぬ
自
然
の
儘



の
姿
で
あ
る
こ
と
に
大
き
な
喜
び
を
感
ず
る
と
共
に
、
魚
釣
り
や
蕨
取
り
の
見

窄


ら
し
い
小
屋
に
雨
露
を
凌
い
だ
こ
と
の
あ
る
身
に
は
、
改
築
さ
れ
た
長
蔵
小

屋
な
ど
は
、
名
は
小
屋
で
も
実
は
旅
館
の
程
度
で
あ
る
の
を
勿
体
な
く
思
っ
た
。

檜
枝
岐
小
屋
の
隣
り
へ
も
二
階
屋
の
新
築
中
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
だ
け
で
も
用

は
足
り
る
の
に
、
尾
瀬
ヶ
原
に
は
、
温
泉
宿
も
あ
れ
ば
、
水
電
の
小
屋
も
あ
り
、

山
ノ
鼻
の
小
屋
も
あ
る
、
全
く
泊
る
に
こ
と
欠
く
よ
う
な
憂
は
な
く
な
っ
た
。

昨
年
尾
瀬
に
来
遊
し
た
人
の
数
は
三
千
人
で
あ
る
と
聞
い
て
、
成
程
と
首
肯





か

れ
た
。

　
路
は
分
り
よ
く
は
な
っ
た
、
そ
れ
で
も
ま
だ
綫
の
如
き
細
径
が
原
の
中
を
そ

れ
か
と
許
り
遥
々
と
続
い
て
、
倒
木
を
其
儘
橋
代
り
に
川
を
渡
る
な
ど
、
昔
と

さ
し
て
変
り
は
な
い
が
、
尾
瀬
か
ら
一
歩
踏
み
出
す
と
交
通
の
便
利
に
な
っ
た

こ
と
は
驚
嘆
に
値
す
る
。
高
平
、
追
貝






、
鎌
田
と
年
々
に
延
び
て
止
ま
な
か
っ

た
自
動
車
道
が
昨
年
は
古
中
ま
で
通
じ
た
。
本
年
あ
た
り
は
粘
沢
合
流
点
の
大

清
水
の
小
屋
ま
で
通
ず
る
と
の
事
だ
っ
た
、
こ
れ
は
粘
沢
に
金
鉱
と
か
が
発
見

さ
れ
た
為
で
あ
る
と
聞
い
て
、
若

し
此
鉱
山
が
足
尾
の
よ
う
に
盛
大
に
な
っ
て

附
近
が
坊
主
山
と
な
り
、
高
い
煙
突
か
ら
吐
き
出
す
毒
煙
が
燧
の
原
始
林
を
枯

死
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
ら
と
、
一
喜
一
憂
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
便

利
に
な
っ
た
の
は
上
州
方
面
ば
か
り
で
な
く
、
檜
枝
岐
に
も
自
動
車
が
通
う
そ

う
で
あ
る
。
唯
し
か
し
尾
瀬
の
み
は
未
だ
全
く
の
別
天
地
だ
。
願





く
は
国
立
公

園
に
な
っ
て
、
貯
水
池
問
題
が
首
尾
よ
く
解
消
し
て
も
、
有
る
が
儘
の
姿
で
保

護
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
徒




に

外
国
の
真
似
を
し
て
、
池
さ
え
あ
れ
ば
ボ
ー
ト

を
浮
べ
、
公
園
で
さ
え
あ
れ
ば
自
動
車
道
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
は
限
る

ま
い
、
せ
め
て
一
ヶ
所
や
二
ヶ
所
位
、
自
然
の
儘
の
姿
を
労
し
て
楽
し
む
場
所

と
し
て
残
し
て
置
い
て
も
よ
か
ろ
う
と
思
う
。
こ
れ
は
国
の
恥
で
な
く
し
て
反

て
誇
り
で
あ
ろ
う
。
歩
け
ぬ
よ
う
な
婦
人
や
老
人
は
知
ら
ぬ
昔
と
諦
め
れ
ば
よ

い
。
今
の
若
い
婦
人
や
少
年
達
に
適
当
な
歩
行
が
何
の
苦
痛
で
あ
ろ
う
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
一
一
、
六
『
登
山
と
ス
キ
ー
』
）
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